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○報告対象医療機関数 184機関（93病院・91診療所）
○未報告医療機関数 0機関
○報告率 100％
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平成３０年度病床機能報告の結果について（全体）

報告状況（R1.7.19最終版）
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○ 2018年の医療機能別病床数は8,480床
○ 2025年の予定病床数は7,876床で、病床の必要量とは約1,700床乖離している
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病床機能報告による病床数と病床の必要量との比較（東部）



○ 2025年の予定病床数は2018年より604床減少する予定であり、その多くは
介護保険施設等への転換527床による
○ 2025年の病床の必要量とは1,753床乖離しており、主なところでは、
急性期で＋1,183床、慢性期で＋917床となっている
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平成３０年度病床機能報告の結果について（東部）

○ 報告対象医療機関数 134機関（61病院・73診療所）
○ 未報告医療機関数 0機関
○ 報告率 100％

○ 2018年の対象病床数は8,718床、休棟中の病棟は２３８床
○ 2025年の予定では、介護保険施設等への転換が527床、休棟143床、
廃止107床、病床減65床



○ 2018年の医療機能別病床数は、病院全体で7,358床（休棟119床：外数）
○ 2025年の予定病床数は、全体で6,844床と514床減少（介護保険施設等への転換509床）
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平成30年度病床機能報告結果（東部・病院）

左：2018年，右：2025年予定
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平成30年度病床機能報告結果（東部・診療所）
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左：2018年，右：2025年予定

○ 2018年の医療機能別病床数は、診療所全体で1,122床（休棟119床：外数）
○ 2025年の予定病床数は1,032床と90床減少（廃止53床、介護転換18床）
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病床機能報告による病床数と病床の必要量との比較（南部）

○ 2018年の医療機能別病床数は2,063床
○ 2025年の予定病床数は1,850床で、病床の必要量と均衡している



○ 2025年の予定病床数は2018年より213床減少する予定であり、その多くは
介護保険施設等への転換142床による
○ 2025年の病床の必要量と均衡しており、回復期の増加や慢性期の維持が
重要となる

7

平成３０年度病床機能報告の結果について（南部）

○ 報告対象医療機関数 25機関（18病院・7診療所）
○ 未報告医療機関数 0機関
○ 報告率 100％

○ 2018年の対象病床数は2,198床、休棟中の病棟は135床
○ 2025年の予定では、介護保険施設等への転換が142床、廃止159床、
病床減37床
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平成30年度病床機能報告結果（南部・病院）

左：2018年，右：2025年予定
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○ 2018年の医療機能別病床数は、病院全体で1,960床（休棟125床：外数）
○ 2025年の予定病床数は、全体で1,747床と213床減少（廃止159床、介護転換142床）
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平成30年度病床機能報告結果（南部・診療所）

左：2018年，右：2025年予定
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○ 2018年の医療機能別病床数は、診療所全体で103床（休棟10床：外数）
○ 2025年の予定病床数は103床で変更なし
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病床機能報告による病床数と病床の必要量との比較（西部）

○ 2018年の医療機能別病床数は1,244床
○ 2025年の予定病床数は1,122床で、病床の必要量とほぼ均衡している



○ 2025年の予定病床数は2018年より122床減少する予定であり、その多くは
介護保険施設等への転換147床による
○ 2025年の病床の必要量とほぼ均衡しており、地域性により回復期や慢性期
病床の維持が重要となる
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平成３０年度病床機能報告の結果について（西部）

○ 報告対象医療機関数 25機関（14病院・11診療所）
○ 未報告医療機関数 0機関
○ 報告率 100％

○ 2018年の対象病床数は1,304床、休棟中の病棟は60床
○ 2025年の予定では、介護保険施設等への転換が147床、廃止19床、
病床減16床
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平成30年度病床機能報告結果（西部・病院）

左：2018年，右：2025年予定
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○ 2018年の医療機能別病床数は、病院全体で1,068床（休棟41床：外数）
○ 2025年の予定病床数は、全体で965床と103床減少（介護転換144床、廃止0）
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平成30年度病床機能報告結果（西部・診療所）

左：2018年，右：2025年予定
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○ 2018年の医療機能別病床数は、診療所全体で176床（休棟19床：外数）
○ 2025年の予定病床数は157床と19床減少（廃止19床、病床減16床、介護転換3床）


